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「象徴の設計」は、昭和37年 3月から

翌38年 6月まで、「文芸」に連載された。
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い
う
「
竹
橋
騒
動
」
で
あ
る
。

暴
動
は

一
夜
に
し
て
治
ま
っ
た
が
、
陸
軍

卿
山
県
有
朋
は
こ
の
事
件
で
軍
隊
の
欠
点
を
痛
感
す
る
。

外
形
は
出
来
た
が
、
内
部
の
精
神
が
固
ま
っ
て
お
ら
ぬ
。
そ

こ
で
、
患
実
、
勇
敢
、
服
従
を
軍
人
精
神
の
三
大
要
素
と

し
、
軍
秩
の
厳
守
を
説
き
、
軍
人
が
政
治
に
関
わ
る
こ
と

を
厳
禁
し
た
「
軍
人
訓
誠
」
を
急
遠
頒
布
す
る
。
し
か
し
、

兵
卒
の
、
天
皇
へ
の
忠
義
心
は
未
だ
薄
く
、
彼
ら
に
ど
の

よ
う
な
精
神
的
支
柱
を
与
え
る
か
、
山
県
は
見
当
が
つ
か

ず
に
い
た
。

山
県
が

一
番
怖
れ
た
の
は
、軍
隊
の
中
に
自
由
民
権
運

動
が
漫
透
す
る
こ
と
で
、兵
制
が
破
綻
し
軍
隊
自
体
が
内

部
崩
壊
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
早
急
に

兵
士
の
頭
上
に
立
つ
精
神
的
な
〈象
徴
〉
を
作
ら
ね
ば
と

考
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
れ
は
「神
」
で
あ
っ
た
。
日
本
に

お
い
て
は
―
―
天
皇
を
軍
隊
の
直
接
上
官
の
形
に
し
そ
の

最
極
限
に
置
き
、
そ
の
人
格
を
神
に
ま
で
高
め
れ
ば
ど
う

か
。
山
県
は
眼
か
ら
鱗
が
落
ち
た
よ
う
な
心
地
が
し
た
。

明
治
十
五
年

一
月
四
日
、
「軍
人
釧
誡
」
の
弱
点
を
更

新
し
て
絶
対
制
秩
序
の
形
成
を
目
ざ
し
た
「
軍
人
勅
諭
」

が
下
さ
れ
た
。
天
皇
に
対
す
る
忠
義
と
い
う
一点
に
向
か
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
徳
目
が
集
中
さ
れ
て
い
た
。
《
上
官
の
命
を

承
る
こ
と
実
は
直
に
朕
（天
皇
）が
命
を
承
る
義
な
り
と
心

得
よ
》
命
令
の
絶
対
性
か
ら
絶
対
服
従
が
強
調
さ
れ
る
。

《
朕
は
汝
等
軍
人
の
大
元
帥
な
る
そ
さ
れ
は
朕
は
汝
等
を

股
肱
と
頼
み
汝
等
は
蘇
を
頭
首
と
仰
き
て
そ
其
親
は
特

に
深
か
る
へ
き
》
天
皇
が
自
ら
軍
隊
の
元
首
と
な
る
こ
と

で
、
軍
隊
は
天
皇
に
直
結
し
、
天
皇
は
軍
隊
を
私
兵
的
に

直
接
指
揮
す
る
。
統
帥
権
の
発
生
で
あ
る
。

天
皇
は
〈大
元
帥
〉
と
い
う
超
越
的
象
徴
と
し
て
神
格

化
さ
れ
た
。
山
県
有
朋
は
こ
の
〈象
徴
〉
を
要
に
据
え
、
日

本
軍
隊
、
ひ
い
て
は
明
治
国
家
を
設
計
し
構
築
し
て
い
っ
た
。

（学
芸
担
当
　
中
川
　
里
志
）

昭和51(1976)年 11月刊行文藝春秋

『象徴め設計』


